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研修医１年目を終えて
 独立行政法人 国立病院機構 岡山医療センター　初期研修医　篠森　一輝

　岡山医療センター研修医２年目の篠森一輝と申します。出身は愛媛県。研
修医としての１年間の生活を終え、改めてこの１年間を振り返ると、数えき
れないほどの多くの学びと経験があったと感じています。昨年４月、岡山大
学での６年間の学生生活を終え、我々は大きな期待と不安を胸に医師１年目
としてのスタートを切りました。新たな同期との出会いもあり、研修医生活

を彼らと支え合いながら、一人前になるための第一歩となるこの２年間を必死に頑張っていこう
と意気込んでいたことを覚えています。

　初めは現場での判断や行動に戸惑い、何もできない自分の未熟さを痛感する毎日でした。「ま
ずは仕事に慣れるところから始めよう」と上級医に言われ、カルテの使い方や物品の場所、各診
療科の決まり事など、日常業務の基本を覚えることに必死に取り組みました。最初の患者さんを
受け持たせていただき、病棟指示や治療方針など、分からないことばかりでとにかく周囲の方々
に助けを求めて過ごしました。特に研修医２年目の先輩や専攻医の先生方がどんな質問にも丁寧
に、熱心に答えてくださり、うまく対応できなかった場合でも共に振り返ってくださる環境があっ
たことに、心から感謝しております。

　１年目では内科を中心に外科や麻酔科、救急科と幅広くローテートし、入院患者の病態把握や
治療方針について上級医とディスカッションを繰り返しながら知識を深めていくことができまし
た。救急外来では、限られた時間で適切な検査や処置が求められ、初めは上級医に言われるがま
ま動くことしかできませんでしたが、先生方の指導に加え、動きや対応を間近で見て学ぶことで
徐々に自らの行動や提案にも自信が持てるようになりました。救急外来で様々な疾患の初期対応
を経験し、自らの知識や判断力が求められる場面もありました。時には失敗を経験することもあ
り、その際は何が問題だったのかをきちんと指導医と振り返ることで再発を防ぐよう努めること
ができました。

　この１年間は、知識や手技を習得するだけでなく、医師としてのあり方や姿勢を構築する時間
でもあったと感じています。働き方改革が進む中で、「研修医はお客様だ」と言われることがし
ばしばあります。確かに研修医が自らの判断で診療の決断を下すことは少なく、診療の責任を持
つ機会は限られているため、そう思われるのも妥当かもしれません。しかしながら一人のチーム
医療の一員として、日々の診察、患者さんとの信頼関係の構築、症例や病態のプレゼン、多職種
と関わることなど研修医でも出来ることは多く、時に患者の生命にも関わる判断に迫られる場面
もあります。そのため報告、連絡、相談を欠かさず、命を預かる存在として日々学び、研鑽を積
む謙虚な姿勢が肝心だと気づき、そのような姿勢や責任感を身につけることができた１年であっ
たと感じております。また、先生方の熱心なご指導に負けないくらい、今後も診療に対する情熱
を持ち続け、その姿勢を日々の行動を通じて示していくことで、指導の時間や機会の捻出が難し
くなってきている時世の中ではありますが、限られた時間でもご指導いただき、成長できるよう
頑張っていこうと思います。

研修医・指導医リレーエッセー④新企画新企画
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　岡山県医師会の社会保障部部員・同地区委員合同会議でも協議の在り方について検討、郡市医
師会からの積極的意見を求めている。ただ、残念ながら社会保障部等からの伝達に関しても十分
に末端の会員に届いていないようだ。今回の診療報酬の改定要望でも、ベースアップ評価料算定
届け出の簡素化に関して要望が上がっている。これに関しても、１月末の日医発出文書を基に郡
市医師会への通達並びに社会保障部部員・同地区委員合同会議で説明しているが、伝達が不十分
だったようだ。
　今後、岡山県医師会のホームページの充実を図り、迅速な情報共有に努めていく。郡市等医師
会でも活発な意見交換を行い、県医師会に上げていただきたい。

MAMIS（医師会会員情報システム）について� 難波経豊代議員（御津）
【質問要旨】　医師会の組織率向上が課題になっているが、入会してもらうには会員であることの
インセンティブが必要だ。日本医師会では、医師会会員情報システム「MAMIS」を立ち上げ、
運用を始めている。MAMISは、医師会への入会、異動、退会手続きのほか、研修管理、認定制
度にも用いられる。産業医活動に関わる日医認定産業医は非会員も認定の対象だが、その研修管
理にはMAMISが排他的に用いられる。そのためか、会員情報システムであるはずのMAMISが、
非会員をも対象としたシステムとして運用されている。
　MAMISを文字通り会員限定で運用すれば、必然的に入会は増える。入会を促す数少ない機会
をみすみす逃している。意見として日本医師会に上申いただきたいが、いかがか。

【答弁・内田専務理事】　医師会の組織率向上に関しては、郡市等医師会、岡山県医師会ともに重
要な課題だ。入会に際しては、インセンティブが必要であることは重々承知している。
　MAMISは、全国の医師会会員の情報管理を行う目的で日医が開発した。従来は日医への入会、
退会、異動時に、複写式の紙を郡市医師会から県医師会へ、県医師会から日医へと提出していた（年
間４万枚以上あった）。MAMISを利用すれば本人はもとより事務局の負担軽減ができるとともに、
転勤などの多い勤務医の退会を防ぐことにも繋がる。以前は、郡市等医師会の異動を伴う勤務先
の変更は一度退会をしてから、再度入会の手続きが必要だったが、MAMISでは異動の手続き（異
動退会と異動入会）が、県内外を問わず一度にできる。
　また、令和７年４月よりMAMISに移行された生涯教育などの研修管理は、産業医研修会等を
受講する非会員も含めて、すべての医師が利用可能となっている。これは日本医師会が公益性の
高い団体であり、公共の利益のため研修会受講を含め、会員のみでなく、広く会員外にも利用で
きるようにしているためだ。日本医師会は、「MAMISを利用することにより、非会員にその利便
性を広く周知できれば、組織強化を図る上での大きな一歩になる」との考えだ。
　また、岡山県医師会では、今年度から会員と非会員が、産業医・スポーツ医・専門医共通講習
を受講する際、非会員からは受講料を徴収することとしており、会員であることのインセンティ
ブの一つになることを期待している。今後、MAMISの研修管理を利用する非会員に、どうすれ
ば会員になってもらえるか検討が必要と考える。今後、日本医師会代議員会などで、発言の機会
があれば伝えたい。

中央情勢報告 江澤日医常任理事

閉会
　大原副会長が閉会挨拶、大谷副議長が閉会を宣言して、午後３時18分終了した。
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第85回岡山県小児科医会学術講演会
　標記講演会が、令和７年４月13日（日）、午後５時から同６時まで岡山コンベンションセンター
１階イベントホールで開催された。
　岡山大学学術研究院医歯薬学域 小児発達病因病態学分野教授 武内俊樹先生が、「ゲノム解析に
よる新生児・小児疾患の診断と治療」と題し、遺伝子レベルでの病態解明に基づく新しい診断と
治療を小児医療に生かす、新しい医療の姿を解説された。
　参加人数は45名であった。

「ゲノム解析による新生児・小児疾患の診断と治療」

 岡山大学学術研究院医歯薬学域 小児発達病因病態学分野　教授　武内　俊樹 先生

　こどもの発達とは、身体の成長に機能が宿る過程であるということができる。発達の過程は遺
伝学的な要素の影響を強く受ける。そのため単一遺伝子疾患の多くが新生児期・小児期に神経疾
患として発症する。近年のゲノム解析技術の進歩によって、新しいヒト遺伝性疾患が確立されて
きている。一例として、NSF遺伝子の異常によって発症する乳児期早期の発達性てんかん性脳症
がある。これはSNARE複合体の形成に関与するNSFの異常によって、神経伝達物質の放出が障
害される疾患である。近年、SNARE複合体に関わる疾患を包括的にSNAREopathiesと呼称する
考え方も提唱されている。
　コンピューターの処理能力が目覚ましく向上し、ゲノム解析に要する期間が大幅に短縮された
結果、速やかな判断を求められる集中治療の医療現場においても、ゲノム解析が活用されるよう
になってきている。同時に、治療可能な単一遺伝子疾患の数は増えており、遺伝子治療、核酸医
薬品といった病気の原因（病因）に根差した治療が医療現場で実際に使われるようになってきて
いる。このような中で、ますます早期診断を治療につなげる取り組みが重要になってきている。
演者は、2019年度から、全国の新生児集中治療室と連携して、原因不明の重症新生児に対して、
ゲノム解析を用いて予後改善につなげるAMED研究「重症新生児に対する迅速なゲノム診断の医
療実装に関する研究開発（Priority-i）」を行っている。本研究にはこれまで約500家系が参加し、
その約半数で分子遺伝学的診断が得られている。入院している重症新生児が搬送や転院をせずに、
最新のゲノム解析の恩恵を受けられるように、遠隔カンファレンスシステムにより、都市部以外
にある医療機関と連携し、全国の診断ネットワークの構築を推進している。
　ゲノム解析が活用されているのは、神経疾患の分野にとどまらない。例えば、感染症分野では、
ウイルスゲノムの解析にも活用されている。実際に、新型コロナウイルス感染症の世界的蔓延に
おいて、３万塩基ほどの新型コロナウイルスゲノムの解析はノート型パソコンでも可能であり、
感染経路の推定とそれに基づく感染予防策の立案に有用であった。DNAレベルの変化に加えて、
メチル化を含むエピゲノム変化についても解析が可能になってきている。ゲノム解析の進歩によ
り従来原因不明であった子どもの成長と発達に関わる疾患の理解が進んでいる。遺伝子レベルで
の病態解明に基づく新しい診断と治療を小児医療に生かすことが求められている。

生涯教育
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　２年目になり出来ることが増え、専門的な知識や手技の習得を追い求めていくだけではなく、
この１年で得た経験や姿勢を基盤とし、「初心を忘れず」、これからも研鑽を積み重ねていきたい
と思います。
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総合力と専門性、臨床研修のすべてがここにある
 独立行政法人 国立病院機構 岡山医療センター　教育研修部長　清水　順也

　NHO岡山医療センター教育研修部長の清水順也と申します。小児科医です。よろしくお願いい
たします。
　岡山医療センターでは、教育研修部の中に医師育成キャリア支援室という部署があり、初期臨
床研修指導に関する業務や相談を行っています。前回のエッセーで拝見した津山中央病院さんの
卒前卒後臨床研修センターと似たような位置づけかもしれません。こちらの室長も清水が担当し
ています。アドバイザーとして前室長の太田徹哉副院長と太田康介統括診療部長、室員は各診療
科からの研修医指導に情熱を持つ精鋭医師で構成されています。院内評価を脳神経内科の奈良井 
恒先生、PG-EPOCを糖尿病内分泌内科の片山晶博先生が主に担当し、クラーク山本さんは、お
姉さん的立場で研修医の公私にわたるサポート役を担っています。
　当院は33の診療科を有し、それぞれに高い専門性と総合力で診療を行っており、初期臨床研修
を行う上で不足の無い環境にあります。一方で、働き方改革やハラスメント防止対策により、指
導医からの厳しい指導が減り、従来のような否が応でも経験が積みあがる環境ではなくなりまし
た。成長するためには研修医自身に高い自主性が求められる時代へと変革しています。
　先日、新初期研修医１年目全員（残念ながら１名当日病欠）と引率の指導医とで、国立ハンセ
ン病療養所の長島愛生園と邑久光明園を訪れてきました。両園の園長先生や入所者の講話を伺い、
ハンセン病当事者の生活やとりまく状況、歴史的な推移やその背景を学ぶ機会を頂きました。研
修医それぞれにとって、医療の結果として患者さんの人生にどう影響していくのかなど、医師の
責務を考える一つのきっかけとなったと思います。
　責任とプライベート、究極的には相反しそうなこれらに指導医としてどうバランスをつけてい
くのか、悩みながらではありますが前進していきたいと思います。
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